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本特定領域第１班メンバーである藤原毅夫先生が東京

大学大学院工学系研究科物理工学専攻教授をこの３月で

退職される。これにあたり、ニュースレターに寄稿して欲

しい、というお話をいただいた。筆者は昨年１０月まで

藤原先生のもとで助手をしており、現在も共同研究をし

ているため、お引き受けした。しかしながら、先生のご

活躍は非常に多岐にわたるため、さて困ったな、という

のが正直な気持ちだった。結局、本特定領域に関わる話

を中心に絞り、さらに文献リストをあげることで、内容

紹介の代わりとさせていただくことにした。

近年の藤原研究室 [1]では、本特定領域と密接に関わる、
以下の２テーマを中心に取り組んできた。

1. １電子描像と多電子描像の融合による第一原理電子
構造理論の拡張、および、強相関電子系 (主に遷移金
属酸化物系)への適用 [2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9]

2. 超大規模 (103-107原子系)電子構造計算法、および、
ナノ構造の動的プロセスと機能性 [10, 11, 12, 13, 14,
15, 16, 17, 18, 19]

これら研究は全て、オリジナルコードによって行われて

おり、それぞれの手法における最大システムサイズ（原

子数）程度の計算が含まれる。そのため、使用メモリを

減らすためにコード全体を書き換える、といった、論文

からは読み取りにくい部分で苦労することもある。藤原

先生は多忙を極めながらも、計算結果の議論はもちろん、

コード開発についての議論も行い、ご自身でコードを書

かれることも多い。

研究室以外の活動として、固体電子構造理論の教科書

[20]があるほか、放送大学で「物性物理学入門」を担当な
さっている [21]。本特定領域に直接関係することとしては、
藤原先生が Co-chairとなり、昨年１１月３０日から１２
月１日に東京大学にて国際会議「International Workshop
on First Principles Calculation of Correlated Electrons」
(FPCCE) が開かれた。
藤原先生の退職にあたっては、昨年１０月に門下生およ

び (元)共同研究者が集まり、研究会「物性物理・数学・計
算科学の融合」を開いた [22]。講演内容があまりに広く、
研究会タイトルをつけるのに苦労した。筆者にとっては、

藤原先生の研究スペクトルの広さを、改めて知る機会と

なった。

最終講義は２月２８日、「固体電子構造理論について」

の題目で、東京大学工学部６号館にて行われた。最初に先

生は、「職を得てから３７年が過ぎましたが、研究活動を

振り返ると、それほど間違ってはいないと思っています。

今日はそのことをお伝えしたいと思います」と述べられ

た。講演時間は約１時間であり、以下に、内容を極めて

簡単に紹介する。なお、実際の講演は、藤原先生独特の

ユーモアが随所に入り、笑いがおこる場面もしばしばあっ

たのだが、紙面で再現するのが難しいため、以下では省

いている。

最初のスライドには、Hohenberg-Kohn(HK)の原論文
[23] が紹介されていた。藤原先生は修士 1年の 1967年、
学生輪講の際に、HKを紹介されたそうである。ただ、「読
んだ時には、どういう風に役に立つのか、良くわからな

かった」とのことだった。続いて、研究室助手を勤めた、

田辺行人先生の配位子場理論 [24]について触れ、HKとど
うつながっているのか、当時から興味があったと述べられ

た。次に、７０年代を通じて親交の厚かった外国研究者の

名前を、理論と共にあげられた。V. Heine(Recursion法
[25])、O. K. Andersen(LMTO法 [26])、などである（特
に、Andersen(アンデルセン)教授との親交は、今日まで密
に続いている。FPCCEでのAndersen教授の招待講演で
も、藤原先生との思い出が、写真付きで紹介されている）。

ご自身の研究として最初に紹介されたのは、LMTO-
Recursion法を用いた大規模アモルファス系計算 [27, 28]
であった。続く数枚のスライドは、８０年代半ばに端を

発する準結晶系についての研究に割り当てられていた。

[29, 30, 31, 32] また、同じく８０年代半ばに端を発する
高温超伝導体の計算 [33] を取り上げられ、これが強相関
系の研究へとつながっていく、と述べられた。続いて「自

分の仕事ではないが」と断って、カーパリネロ法 [34] を
「アルゴリズムの変更が、問題を質的に変化させる例」と

して、また、FMO法 [35]と ONIOM法 [36]を「バイオ
系へのアプローチ」として、あげられた。

以降は、本記事冒頭にあげたテーマ１ (強相関)、テーマ
２（大規模・ナノ系）について、現状を少し詳しく述べら

れた。テーマ２については、動画を交えての紹介となった。

シリコンへき開における表面形成過程を、10nmスケール
系に特有の、弾性論的エネルギーと電子論的エネルギーの

競合の例としてあげられた。[13, 19] また、ヘリカル金ナ
ノワイヤ [37] の形成過程シミュレーション [16] も、取り
上げられた。一方、テーマ１については、LaMnO3 反強

磁性相のGWA計算 [7]を、「LDAが (無摂動状態として)
良い例」としてあげられた。さらに準粒子寿命 (|Im G|/π)
と動的に遮蔽されたクーロン相互作用 (W (E))のグラフ
を示し、その物理的意味を述べられた。[7] また、非常に
駆け足ながら、「LDAが良くない例」としてV2O3, NiO,
La2−xSrxNiO6 をあげ、LDA+U+GWA, DMFT, 厳密対
角化などの計算結果スライドを見せられた。[38, 39, 40, 41]
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テーマ１・テーマ２全体のまとめとして、種々の理論の一

覧を掲げられ、今後の展望として「GWA+DMFT」など
のキーワードを示された。

これら研究関連の話を終え、最後の１０分程度を、「工

学教育あるいは大学教育一般について‐専門化の進んだ状

況における試み‐」と題して、先生が今年度まで機構長を

勤める工学部教育推進機構 (http://ciee.t.u-tokyo.ac.jp)
の活動について説明された。話題は、講義シラバスの構

造化・ものづくり実験工房の建設・英語教育など、幅広い

分野に及んだ。[42]
質疑応答時間に「なぜ学生輪講で HKを取り上げたの
ですか？」という質問があり、「当時は Physical Review
も薄かったので、色々読んでみて、なんとなく選んだ。今

思えば、のどかな時代だった」と答えられていた。最終

講義に続いての懇親会では、小宮山宏東京大学総長など、

多くの方が祝辞を述べられた。

以上が、はなはだ不完全であるが、藤原先生退職に関

連したまとめである。なお藤原先生は来年度から、大学総

合教育研究センター (http://www.he.u-tokyo.ac.jp/) の
特任教授として、形をかえて東京大学に在籍される。本

特定領域やリーダーを勤める他研究プロジェクト [43] な
どを通じて、研究活動も継続されるとのことである。（ち

なみに、最近聞いたボヤキは、「４月になったら、もっと

研究に時間がさけると思っていたのに・・・」である）。

藤原先生には、これまでのご指導に感謝するとともに、

今後もご鞭撻を願いながら、筆をおくことにする。
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図 1: 藤原先生ご自宅にての研究室新年会で、奥様と。[44]
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